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活 動 報 告

　
2
月
18
日
、
ホ
テ
ル
・

ザ
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

水
戸
に
て
令
和
6
年
度

茨
城
県
稲
作
・
そ
ば
共

進
会
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
管
内
か
ら
は
、
そ

ば
共
進
会
の
部
で
農
事
組
合
法
人
美
浦
エ
コ
ア
グ
リ
ク

ラ
ブ
（
美
浦
村
郷
中
）
が
最
優
秀
賞
と
茨
城
県
知
事
賞

を
受
賞
さ
れ
、
西
島
成
和
さ
ん
（
阿
見
町
荒
川
本
郷
）

が
優
良
賞
と
茨
城
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
美
浦
エ
コ
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
代
表
理

事
の
塚
本
長
久
さ
ん
は
「
選
ん
で
い
た
だ
き
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
、
さ
ら
に
作
付
面
積
を
拡
大

し
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
品
質
良
好
な
そ
ば
づ

く
り
に
励
み
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
西
島
さ
ん
は
「
大

変
光
栄
で
す
。
こ
の
場
で
表
彰
さ
れ
た
方
々
と
今
後
も

切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
ば
共
進
会
は
茨
城
県
・
公
益
社
団
法
人 

茨
城
県
農

林
振
興
公
社
が
主
催
し
、
そ
ば
の
生
産
技
術
向
上
や
経

営
改
善
の
面
か
ら
創
意
工
夫
、
玄
そ
ば
の
生
産
・
出
荷
の

み
な
ら
ず
付
加
価
値
の
高
い
取
組
み
を
行
う
な
ど
、
他
の

模
範
と
な
る
そ
ば
生
産
農
家
お
よ
び
集
団
を
表
彰
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
広
く
紹
介
し
、
本
県
そ
ば
の
生

産
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

茨城県稲作・そば共進会表彰式
最優秀賞・優良賞を受賞

第
66
回
全
国
家
の
光
大
会

　
2
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
第
66
回
全
国
家
の
光

大
会
が
開
催
さ
れ
、
J
A
水
郷
つ
く
ば
女
性
部
を
は
じ
め
、
茨
城
県
J
A
女
性
組

織
協
議
会
、
中
央
会
、
J
A
役
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
2
0
2
4
茨
城
県
家
の
光
大
会
茨
城
文

化
フ
ェ
ス
タ
・
女
性
大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
土
浦
地
区
本
部
長
の
浦
野
洋
子

さ
ん
が
県
代
表
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
農
家
で
は
な
い
け
れ
ど
･

･
･
」
で
、
幼
少
期
か
ら
の
家
の
光

と
の
関
わ
り
、
女
性
部
入
部
に
至
っ

た
経
緯
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
家

庭
菜
園
の
体
験
談
等
、
会
場
の
方
々

に
わ
か
り
や
す
く
堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
後
、
浦
野
さ
ん
は
「
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
方
々
と
交
流
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
4
、

5
年
後
に
は
ま
た
水
郷
つ
く
ば
が
県
大
会
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
方

に
も
ぜ
ひ
全
国
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
「
家
の
光
」
創
刊
1
0
0
周
年
記
念
の
節
目
の
大
会
で
あ
り
、
発
表
者

は
各
都
道
府
県
か
ら
選
ば
れ
た
総
勢
57
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
発
表
で
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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活 動 報 告

　
2
月
22
日
、
土
浦
市
内
の
公
民
館
に
て
ほ

ぺ
た
ん
食
堂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
食
堂
は
、
毎
月
第
4
土
曜
日
に
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
主
体
と
な
り
、
厨

房
で
調
理
し
た
お
弁
当
を
、
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
り
、

老
若
男
女
問
わ
ず
参
加
で
き
る
非
常
に
心
温

ま
る
食
堂
で
す
。
当
組
合
も
こ
の
活
動
に
賛

同
し
、
食
材
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
の
献
立
は
、
ご
は
ん
、
豚
の
生
姜
焼

き
、
大
根
の
田
楽
、
か
ぶ
の
塩
昆
布
漬
け
、

り
ん
ご
の
5
点
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
心
を
込
め
て
調
理
し
た
お
弁
当
を
皆
さ
ん

で
、
楽
し
く
笑
顔
で
食
し
て
お
り
ま
し
た
。

全国大根会が
うしく河童大根選果場を視察

　
2
月
5
日
、
牛
久
支
店
営
農

経
済
課
に
て
全
国
大
根
会
視
察

研
修
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
全
国

大
根
会
会
員
（
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
県
ま
で
日
本
各
地
の
大
根

生
産
者
、
種
苗
会
社
）を
は
じ
め
、

J
A
水
郷
つ
く
ば
大
根
生
産
部

会
、
全
農
、
J
A
役
職
員
ら
55

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
各
産
地
の
生
産
者

と
も
交
流
を
深
め
た
い
と
の
経

緯
か
ら
平
成
元
年
に
発
足
し
、

年
々
産
地
や
規
模
が
増
え
、
現

在
で
は
約
70
名
の
生
産
者
が
所

属
し
て
お
り
、
勉
強
会
、
懇
親

会
、
視
察
研
修
会
な
ど
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
大
根
生
産
部

会
青
年
部
が
選
果
場
内
を
案
内

し
、
集
荷
か
ら
出
荷
ま
で
の
流

れ
を
丁
寧
に
説
明
し
、
会
員
の

方
々
は
興
味
深
く
場
内
を
見
学

さ
れ
、
質
問
も
多
数
飛
び
交
い
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
竜
ケ
崎
施
設
園
芸
部
会
は
2
月
14
日
、
竜
ケ

崎
西
支
店
営
農
経
済
課
集
出
荷
場
に
て
ト
マ
ト

目
揃
え
会
を
開
催
し
、
部
会
員
を
は
じ
め
、
市

場
関
係
者
、
市
役
所
職
員
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職

員
、
J
A
役
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
出
荷
規
格
ご
と
に
色
、
か

た
ち
、
大
き
さ
等
を
入
念
に
確
認
し
、
部
会
員

の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
山
田
耕
一
部
会

長
は
「
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
で
非
常
に
苦
労

し
て
い
る
が
、
今
年
も
品
質

良
好
な
ト
マ
ト
を
部
会
員
一

丸
と
な
っ
て
一
生
懸
命
栽
培

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

美
味
し
い
ト
マ
ト
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
龍
ケ
崎
ト
マ
ト
は
「
レ

デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い

う
希
少
品
種
で
、
ト
マ
ト
本

来
の
味
が
濃
く
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
の
が
特
徴
で
、
茨
城
県
青
果
物
銘
柄
産
地

指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
有
機
堆

肥
を
使
っ
た
土
づ
く
り
」
や
「
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
量
を
極
力
控
え
た
生
産
」
な
ど
環
境

に
や
さ
し
い
安
全
・
安
心
の
生
産
を
し
て
い
る

と
し
て
、
茨
城
県
よ
り
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
梨
部
会
が
2
月
17
日
、
胡
瓜
部
会
が
18
日
、
さ
や
い
ん

げ
ん
部
会
が
20
日
に
霞
ヶ
浦
支
店
に
て
令
和
7
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
部
会
員
を
は
じ
め
、
市
場
関
係
者
、
市
役
所
職
員
、

全
農
、
J
A
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
令
和

7
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
、
役
員
改
選
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
梨
部
会
は
水
野
谷
弘
文
さ
ん
、
胡
瓜
部
会
は
山

本
孝
則
さ
ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
部
会
は
松
本
浩
司
さ
ん
が
新
部
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
同
日
に
胡
瓜
部
会
は
目
揃
え
会
で
選
別
基
準
の
統

一
化
を
、
さ
や
い
ん
げ
ん
部
会
は
講
習
会
で
栽
培
技
術
の
平
準

化
、
安
心
・
安
全
な
農
薬
管
理
の
徹
底
等
、
よ
り
一
層
の
品
質
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

各部会が総会を開催

龍
ケ
崎
ト
マ
ト
目
揃
え
会

ほ
ぺ
た
ん
食
堂
を
開
催

ぜんこくおお  ね  かい
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各
地
の
大
根

生
産
者
、
種
苗
会
社
）を
は
じ
め
、

J
A
水
郷
つ
く
ば
大
根
生
産
部

会
、
全
農
、
J
A
役
職
員
ら
55

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
各
産
地
の
生
産
者

と
も
交
流
を
深
め
た
い
と
の
経

緯
か
ら
平
成
元
年
に
発
足
し
、

年
々
産
地
や
規
模
が
増
え
、
現

在
で
は
約
70
名
の
生
産
者
が
所

属
し
て
お
り
、
勉
強
会
、
懇
親

会
、
視
察
研
修
会
な
ど
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
大
根
生
産
部

会
青
年
部
が
選
果
場
内
を
案
内

し
、
集
荷
か
ら
出
荷
ま
で
の
流

れ
を
丁
寧
に
説
明
し
、
会
員
の

方
々
は
興
味
深
く
場
内
を
見
学

さ
れ
、
質
問
も
多
数
飛
び
交
い
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
竜
ケ
崎
施
設
園
芸
部
会
は
2
月
14
日
、
竜
ケ

崎
西
支
店
営
農
経
済
課
集
出
荷
場
に
て
ト
マ
ト

目
揃
え
会
を
開
催
し
、
部
会
員
を
は
じ
め
、
市

場
関
係
者
、
市
役
所
職
員
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職

員
、
J
A
役
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
出
荷
規
格
ご
と
に
色
、
か

た
ち
、
大
き
さ
等
を
入
念
に
確
認
し
、
部
会
員

の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
山
田
耕
一
部
会

長
は
「
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
で
非
常
に
苦
労

し
て
い
る
が
、
今
年
も
品
質

良
好
な
ト
マ
ト
を
部
会
員
一

丸
と
な
っ
て
一
生
懸
命
栽
培

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

美
味
し
い
ト
マ
ト
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
龍
ケ
崎
ト
マ
ト
は
「
レ

デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い

う
希
少
品
種
で
、
ト
マ
ト
本

来
の
味
が
濃
く
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
の
が
特
徴
で
、
茨
城
県
青
果
物
銘
柄
産
地

指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
有
機
堆

肥
を
使
っ
た
土
づ
く
り
」
や
「
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
量
を
極
力
控
え
た
生
産
」
な
ど
環
境

に
や
さ
し
い
安
全
・
安
心
の
生
産
を
し
て
い
る

と
し
て
、
茨
城
県
よ
り
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
梨
部
会
が
2
月
17
日
、
胡
瓜
部
会
が
18
日
、
さ
や
い
ん

げ
ん
部
会
が
20
日
に
霞
ヶ
浦
支
店
に
て
令
和
7
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
部
会
員
を
は
じ
め
、
市
場
関
係
者
、
市
役
所
職
員
、

全
農
、
J
A
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
令
和

7
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
、
役
員
改
選
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
梨
部
会
は
水
野
谷
弘
文
さ
ん
、
胡
瓜
部
会
は
山

本
孝
則
さ
ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
部
会
は
松
本
浩
司
さ
ん
が
新
部
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
同
日
に
胡
瓜
部
会
は
目
揃
え
会
で
選
別
基
準
の
統

一
化
を
、
さ
や
い
ん
げ
ん
部
会
は
講
習
会
で
栽
培
技
術
の
平
準

化
、
安
心
・
安
全
な
農
薬
管
理
の
徹
底
等
、
よ
り
一
層
の
品
質
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

各部会が総会を開催

龍
ケ
崎
ト
マ
ト
目
揃
え
会

ほ
ぺ
た
ん
食
堂
を
開
催

ぜんこくおお  ね  かい
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業務機構の改革・組織再編について

　社会情勢の変化に対応し、持続可能なJA経営基盤の確立・強化を目指し施
設や業務機構の改革について協議し取り組んでいるところであります。
　現在、職員数の減少により今の機構の維持が難しくなってきており機能に
応じて職員を集約し業務効率化を進めることとしました。
　つきましては、次のとおり業務機構の再編を実施したく提案いたします。

【主な変更点】
　竜ケ崎中央支店営農経済課及びわかくさ支店営農経済課を、竜ケ崎西支店
営農経済課（旧地区本部）に統合し、一元管理体制として業務効率化を図り
ます。

わかくさ支店
営農経済課

竜ケ崎西支店営農経済課
（旧地区本部）

【再編日】　令和7年4月1日

再 編 対 象

統 合 先

竜ケ崎中央支店
営農経済課
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JA水郷つくば管内へお住まいの方でしたらどなたでも大歓迎です！
皆様のご加入をお待ちしております。

只今、女性部員を募集しております。
女性部へ加入すると、ヨガ＆呼吸法教室・料理講習会・輪投げ大会
交流会(運動会）など様々なイベントへの参加などがあります。

一緒に楽しく活動してみませんか？

MORO.H

たのしむ♪ まなぶ♪ つながる♪ つなげる♪

りょうり♪ よが♪ よせうえ♪ わなげ♪

最寄りの支店もしくは経済部 生活課まで

住 所：土浦市田中1丁目1番4号 TTEELL：：002299--882222--00553366

お問い合わせ

農家は
もちろん

農家
じゃなく
ても

加入OK
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3月の営農情報

【育苗中の苗立枯病害の防除対策】：JA通信今月号の「特集
情報」参照。

おいしい野菜の作り方
～スタミナ野菜の代表 “ニラ” ～

【ニラの基礎知識】

◆生 育 適 温：発 芽、生 育とも適 温 は
20℃前後。

◆土づくり：土壌適応性は広いが、酸性土壌では生育が悪い。
乾燥には強いが、過湿に弱い。

•完熟堆肥を投入し、耕土の深い肥沃な土壌を作る。

◆注目の栄養成分：旬の春に栄養価が高く、アリシン、ビタ
ミンA、C、E、k、βカロテン、カリウム、カルシウム、葉酸、
食物繊維などが豊富。

【春まき露地栽培（100㎡当たり）】

◆栽培暦：は種：3月上旬～4月中旬

　　　　　定植：4月下旬～5月下旬

　　　　　収穫：翌年の4,5月以降

◆は種（100㎡当たり）：は種量・1㎗。苗床面積・20㎡
を用意。

▶苗床づくり：種まきの2週間前までに、牛ふん堆肥8kg、
有機配合飼料3kg、有機石灰1kgを施し、30cmの深さま
でよく耕す。

▶種まき：条間20cm、深さ1cmほどのまき溝を作り、1cm
間隔で種まき。覆土は5㎜程度とし、軽く鎮圧する。

▶畝前面に不織布を被覆し、防虫ネットをトンネル掛けする。
発芽が確認出来たらすべて外す。

◆植えつけ（100㎡当たり）：苗丈15～20cmが目安。

▶植えつけ2週間前：苦土石灰を10kg施し、よく耕す。

▶植えつけ1週間前：完熟堆肥150kg、化成肥料10kg、発
酵鶏糞40kgを施し、よく土と混ぜて深さ30cmまで耕し
ておく。

▶条間15ｃｍ、株間15ｃｍの5条穴あき黒マルチを張る。

▶マルチ1穴に、苗の高さと同じ深さの植え穴を掘り、3～4
本ずつ束にして、根を広げて植える。

◆植えつけ後の管理：1年目は養成年と割りきり、地下の鱗
茎を増やす。

▶追肥は植えつけ後の6月、7月、10月、翌年2月に各1回
行う。

•有機配合肥料（8・8・8）を100㎡当たり15kgをマルチ
穴の株元に散布し、表土と軽く混ぜる。

▶7月頃にとう立ちが始まるが、栄養を鱗茎の分げつに回すた
めに摘み取る。

◆収穫：種まきから1年後、春の新葉が20～30ｃｍに伸び
たら刈り取る。

•草勢が強ければ10日で20cmほど伸びるので、地際を1～
2cm残して、繰り返し収穫できる。

◆株分け：4年に1回ぐらいの頻度で植え替える。

▶掘り起こした鱗茎の塊をほぐし、ふたたび3～4株ずつ植え
替える。畝の場所も一新する。

季節を彩る手しごと
～ビタミンCがたっぷり“いちご”～

◆いちごのミニ知識

▶私たちが食べている“いちご”の赤く熟
した甘い部分は花托という。表面の
ぶつぶつが果実にあたり、1粒に200～300個の果実がつ
き、それぞれに種が入っている。

▶おいしく食べるために：ヘタは取ってから洗うとビタミンC
が流出してしまうので、つけたまま洗う。

▶おいしい時期：ハウス：12月～4月　露地：5月～6月

◆冷凍いちごを使って “いちごのスムージー ”

材料（2人分）

•冷凍いちご・・・20粒　•プレーンヨーグルト・・・150g

•はちみつ・・・大さじ1～2　•ミント・・・少々

作り方 ①ミキサーにミント以外の材料を入れ、なめらかに
なるまでかくはんする。

 ②グラスに注ぎ、ミントを飾る。

 *いちごはビタミンC、葉酸、食物繊維がたっぷり。

 *手軽につまめるビタミンCの宝庫で、10粒ほど食
べるだけで、一日に必要な量を摂取することがで
きる。

（執筆：茂垣）

レンコン
（種ハスと植えつけ）
　生育条件を備えて適期に植え付け
る。：5月中旬までに終了する。

【生育適温】：15℃以上。茎葉25～
　　　　　 30℃

レンコンの着生・肥大：25℃前後
【よい種ハスの選び方】
▶形が整っていて無病・無傷。各節位は長引いていないで、

丸くふっくらしている。
▶1株3節以上で700～800g。
▶頂芽が充実して、真っすぐで子バスがついている。
▶芽数：種ハス1本当たり4～5つ以上の芽が確認されている

のが理想である。
【植えつけのポイント】
◆種ハスは、10a当たり400株、芽数800以上を確保する。
•子ハスをつけたまま、親ハスの4～5節目で切断し、ひと

つの種ハスとして植えつける。
•形状の特徴は、2節目に現れやすいため、特に2節目の形

状に注目して選別する。
◆よく肥大した子ハスは、単独もしくは数本を寄せ植えして

種ハスとして用いる。その場合は親ハスが優良な形状で
あることをよく確認しておくこと。

◆植え方：芽を傷つけないこと、種バスが浮き上がってこな
いことに注意して、種ハスの先端が深さ12～15ｃｍにな
るように斜めに植えつける。

◆植えつけ後の水管理：立葉が上がるまでのレンコンの吸収
根は非常に弱く、気温や肥料の影響を受けやすいので、
植えつけ後は深水管理（20cm）にし、立葉が出てきたら、
10ｃｍ位の浅水にする。

▶絶対に水を切らさない。
【施 肥】
◆堆肥の施用も近年は減少傾向にあり、レンコン圃場の土

壌はマグネシウム（苦土）、カリが少ない傾向にある。
▶腐植量を増やし、微生物の活性化を図るため、完熟堆肥

を植えつけ60日位前までに施用し、土に十分なじませる。
▶10a当 たり施 肥 基 準 量（成 分）：窒 素24kg、リン 酸

20kg、カリ24kg。

水 稲（育苗管理）
【播種（はしゅ）】：播種は、田

植えの予定日から逆算して、
コシヒカリで約20日前を目
安に始める。

◆播種量は、育苗一箱当たり催芽籾で170～230g（乾籾
で140～180g）とし、均一に薄く播く。覆土前に十分な
潅水を行い、覆土後に潅水は行わない。

*種子の催芽：28～30℃で15～20時間加温し、出芽を揃
えるため必ずハト胸状態にする。この処理中に30℃を超
える高温になると、もみ枯細菌病などの病害発生を助長
するので注意する。

【出 芽】

◆積重ね法：温度28～30℃で2～3日間。

◆平置育苗法：昼間30℃以下、夜間15℃以上で6日間。根
上がりを防ぐため覆土をやや厚めにし、保温性に優れた被
覆資材をべた掛けする。

*₁30℃以上の高温で、もみ枯細菌病が発生しやすくなる。

*₂温度不足で出芽に長時間かかり過ぎると、苗立枯病が発
生しやすいので注意する。

【緑 化】

◆白い芽が出揃ったら被覆資材を除き、2～3日間かけて
徐々に光に充てる。

▶苗は急激な温度変化に弱いため、昼間20～25℃、夜間
15～20℃とする。

▶緑化直後に晴天の場合は、遮光資材などで一時的に遮光
しながら慣らしていく。

*緑化初期に強い光を当てたり、暗所日数が長すぎて苗が伸
びすぎると白化しやすいので注意する。

【硬 化】：本葉1枚くらいになったら、その後は昼間20～
25℃、夜間10～15℃で10～14日間を目安に適切な管
理をする。

▶潅水は午前中に行い、日中の高温時や夕方は避け、夕方
にはやや乾く程度の潅水量にする。

*₁2葉期頃から移植期にかけて、低温が続いた後に急に高温
になるとムレ苗が発生しやすい。低温時には培土をやや乾
燥気味にして保温に努める。

*₂水のかけ過ぎや換気不足などは、徒長や発根不足の原因
となる。

【田植え前】：草丈13ｃｍ前後、葉数が2.2～2.5葉で生育
が揃い、根張りの良い、がっしりした苗に育てる。苗を外
気に十分慣らす。

農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

農業は “いのちを育む”
生命産業である

8



3月の営農情報

【育苗中の苗立枯病害の防除対策】：JA通信今月号の「特集
情報」参照。

おいしい野菜の作り方
～スタミナ野菜の代表 “ニラ” ～

【ニラの基礎知識】

◆生 育 適 温：発 芽、生 育とも適 温 は
20℃前後。

◆土づくり：土壌適応性は広いが、酸性土壌では生育が悪い。
乾燥には強いが、過湿に弱い。

•完熟堆肥を投入し、耕土の深い肥沃な土壌を作る。

◆注目の栄養成分：旬の春に栄養価が高く、アリシン、ビタ
ミンA、C、E、k、βカロテン、カリウム、カルシウム、葉酸、
食物繊維などが豊富。

【春まき露地栽培（100㎡当たり）】

◆栽培暦：は種：3月上旬～4月中旬

　　　　　定植：4月下旬～5月下旬

　　　　　収穫：翌年の4,5月以降

◆は種（100㎡当たり）：は種量・1㎗。苗床面積・20㎡
を用意。

▶苗床づくり：種まきの2週間前までに、牛ふん堆肥8kg、
有機配合飼料3kg、有機石灰1kgを施し、30cmの深さま
でよく耕す。

▶種まき：条間20cm、深さ1cmほどのまき溝を作り、1cm
間隔で種まき。覆土は5㎜程度とし、軽く鎮圧する。

▶畝前面に不織布を被覆し、防虫ネットをトンネル掛けする。
発芽が確認出来たらすべて外す。

◆植えつけ（100㎡当たり）：苗丈15～20cmが目安。

▶植えつけ2週間前：苦土石灰を10kg施し、よく耕す。

▶植えつけ1週間前：完熟堆肥150kg、化成肥料10kg、発
酵鶏糞40kgを施し、よく土と混ぜて深さ30cmまで耕し
ておく。

▶条間15ｃｍ、株間15ｃｍの5条穴あき黒マルチを張る。

▶マルチ1穴に、苗の高さと同じ深さの植え穴を掘り、3～4
本ずつ束にして、根を広げて植える。

◆植えつけ後の管理：1年目は養成年と割りきり、地下の鱗
茎を増やす。

▶追肥は植えつけ後の6月、7月、10月、翌年2月に各1回
行う。

•有機配合肥料（8・8・8）を100㎡当たり15kgをマルチ
穴の株元に散布し、表土と軽く混ぜる。

▶7月頃にとう立ちが始まるが、栄養を鱗茎の分げつに回すた
めに摘み取る。

◆収穫：種まきから1年後、春の新葉が20～30ｃｍに伸び
たら刈り取る。

•草勢が強ければ10日で20cmほど伸びるので、地際を1～
2cm残して、繰り返し収穫できる。

◆株分け：4年に1回ぐらいの頻度で植え替える。

▶掘り起こした鱗茎の塊をほぐし、ふたたび3～4株ずつ植え
替える。畝の場所も一新する。

季節を彩る手しごと
～ビタミンCがたっぷり“いちご”～

◆いちごのミニ知識

▶私たちが食べている“いちご”の赤く熟
した甘い部分は花托という。表面の
ぶつぶつが果実にあたり、1粒に200～300個の果実がつ
き、それぞれに種が入っている。

▶おいしく食べるために：ヘタは取ってから洗うとビタミンC
が流出してしまうので、つけたまま洗う。

▶おいしい時期：ハウス：12月～4月　露地：5月～6月

◆冷凍いちごを使って “いちごのスムージー ”

材料（2人分）

•冷凍いちご・・・20粒　•プレーンヨーグルト・・・150g

•はちみつ・・・大さじ1～2　•ミント・・・少々

作り方 ①ミキサーにミント以外の材料を入れ、なめらかに
なるまでかくはんする。

 ②グラスに注ぎ、ミントを飾る。

 *いちごはビタミンC、葉酸、食物繊維がたっぷり。

 *手軽につまめるビタミンCの宝庫で、10粒ほど食
べるだけで、一日に必要な量を摂取することがで
きる。

（執筆：茂垣）

レンコン
（種ハスと植えつけ）
　生育条件を備えて適期に植え付け
る。：5月中旬までに終了する。

【生育適温】：15℃以上。茎葉25～
　　　　　 30℃

レンコンの着生・肥大：25℃前後
【よい種ハスの選び方】
▶形が整っていて無病・無傷。各節位は長引いていないで、

丸くふっくらしている。
▶1株3節以上で700～800g。
▶頂芽が充実して、真っすぐで子バスがついている。
▶芽数：種ハス1本当たり4～5つ以上の芽が確認されている

のが理想である。
【植えつけのポイント】
◆種ハスは、10a当たり400株、芽数800以上を確保する。
•子ハスをつけたまま、親ハスの4～5節目で切断し、ひと

つの種ハスとして植えつける。
•形状の特徴は、2節目に現れやすいため、特に2節目の形

状に注目して選別する。
◆よく肥大した子ハスは、単独もしくは数本を寄せ植えして

種ハスとして用いる。その場合は親ハスが優良な形状で
あることをよく確認しておくこと。

◆植え方：芽を傷つけないこと、種バスが浮き上がってこな
いことに注意して、種ハスの先端が深さ12～15ｃｍにな
るように斜めに植えつける。

◆植えつけ後の水管理：立葉が上がるまでのレンコンの吸収
根は非常に弱く、気温や肥料の影響を受けやすいので、
植えつけ後は深水管理（20cm）にし、立葉が出てきたら、
10ｃｍ位の浅水にする。

▶絶対に水を切らさない。
【施 肥】
◆堆肥の施用も近年は減少傾向にあり、レンコン圃場の土

壌はマグネシウム（苦土）、カリが少ない傾向にある。
▶腐植量を増やし、微生物の活性化を図るため、完熟堆肥

を植えつけ60日位前までに施用し、土に十分なじませる。
▶10a当 たり施 肥 基 準 量（成 分）：窒 素24kg、リン 酸

20kg、カリ24kg。

水 稲（育苗管理）
【播種（はしゅ）】：播種は、田

植えの予定日から逆算して、
コシヒカリで約20日前を目
安に始める。

◆播種量は、育苗一箱当たり催芽籾で170～230g（乾籾
で140～180g）とし、均一に薄く播く。覆土前に十分な
潅水を行い、覆土後に潅水は行わない。

*種子の催芽：28～30℃で15～20時間加温し、出芽を揃
えるため必ずハト胸状態にする。この処理中に30℃を超
える高温になると、もみ枯細菌病などの病害発生を助長
するので注意する。

【出 芽】

◆積重ね法：温度28～30℃で2～3日間。

◆平置育苗法：昼間30℃以下、夜間15℃以上で6日間。根
上がりを防ぐため覆土をやや厚めにし、保温性に優れた被
覆資材をべた掛けする。

*₁30℃以上の高温で、もみ枯細菌病が発生しやすくなる。

*₂温度不足で出芽に長時間かかり過ぎると、苗立枯病が発
生しやすいので注意する。

【緑 化】

◆白い芽が出揃ったら被覆資材を除き、2～3日間かけて
徐々に光に充てる。

▶苗は急激な温度変化に弱いため、昼間20～25℃、夜間
15～20℃とする。

▶緑化直後に晴天の場合は、遮光資材などで一時的に遮光
しながら慣らしていく。

*緑化初期に強い光を当てたり、暗所日数が長すぎて苗が伸
びすぎると白化しやすいので注意する。

【硬 化】：本葉1枚くらいになったら、その後は昼間20～
25℃、夜間10～15℃で10～14日間を目安に適切な管
理をする。

▶潅水は午前中に行い、日中の高温時や夕方は避け、夕方
にはやや乾く程度の潅水量にする。

*₁2葉期頃から移植期にかけて、低温が続いた後に急に高温
になるとムレ苗が発生しやすい。低温時には培土をやや乾
燥気味にして保温に努める。

*₂水のかけ過ぎや換気不足などは、徒長や発根不足の原因
となる。

【田植え前】：草丈13ｃｍ前後、葉数が2.2～2.5葉で生育
が揃い、根張りの良い、がっしりした苗に育てる。苗を外
気に十分慣らす。

農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

農業は “いのちを育む”
生命産業である

9



業務機構の改革・組織再編について

　社会情勢の変化に対応し、持続可能なJA経営基盤の確立・強化を目指し施
設や業務機構の改革について協議し取り組んでいるところであります。
　現在、職員数の減少により今の機構の維持が難しくなってきており機能に
応じて職員を集約し業務効率化を進めることとしました。
　つきましては、次のとおり業務機構の再編を実施したく提案いたします。

【主な変更点】
　竜ケ崎中央支店営農経済課及びわかくさ支店営農経済課を、竜ケ崎西支店
営農経済課（旧地区本部）に統合し、一元管理体制として業務効率化を図り
ます。

わかくさ支店
営農経済課

竜ケ崎西支店営農経済課
（旧地区本部）

【再編日】　令和7年4月1日

再 編 対 象

統 合 先

竜ケ崎中央支店
営農経済課

　育苗中に発生するピシウム菌やフザリウム菌などによる
苗立枯病対策は予防が基本である。
　は種前やは種期に農薬を育苗箱施用するが、不幸にも
病害が発生した場合は、早期に薬剤による防除を行う。
緑化期より後に使用できる登録農薬が限られているため、
種子や育苗資材などの消毒を徹底するとともに、病害の
発生しにくい環境づくりや適正な潅水管理に努める。

【育苗中に発生する主な病害】
◆細菌病：種子伝染するもみ枯細菌病、苗立枯細菌病、

褐条病がある。
•細菌病を病徴で区別することは困難ですが、もみ枯細

菌病の発病株が他に比べて、心葉が比較的容易に引き
抜けることが特徴。

▶細菌病はいずれも、高温、多湿条件で発生しやすくなる。
▶防除対策
•種子消毒やは種時に薬剤処理する方法がある。
•育苗中に防除する登録薬剤はありません。
＊このため、育苗中は施設内の温度管理（30℃以上の高

温を避けるなど）に十分注意し、発病や被害拡大の阻
止に努める。

◆カビ（糸状菌）
•カビによる苗立枯病として、①ピシウム菌、②フザリウム

菌、③リゾクトニア菌、④リゾープス菌、⑤トリコデルマ菌
などがある。

▶ピシウム菌：カビの発生はほとんど見られない。
▶フザリウム菌：苗の地際部や種籾を中心に白色ないし淡

紅色のカビが発生する。
▶リゾクトニア菌：クモの巣状の白いカビや菌核が発生す

る。
▶リゾープス菌：種籾や床土表面に白色～灰色で綿毛状の

カビが発生。育苗箱全体に広がることもある。
▶トルコデルマ菌：種籾や床土表面に初めは白色で、後に

青緑色に変わるカビが発生する。
　育苗箱全体にカビが広がることもあるため要注意。

【防除対策】：育苗中の薬剤防除として、「表」を参考に
予防や早めの防除対策に努めてください。

水稲育苗中における苗立枯病対策特集情報

（執筆：茂垣）
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薬剤名

ム
レ
苗
防
止

ピ
シ
ウ
ム
菌

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌

苗
立
枯
細
菌
病

希釈倍数および使用方法 使用時期
使
用
回
数

その他の使用目的 分類

ナエファイン
粉剤 ○ ○ ○ ○ 育苗箱１箱当たり６～８ｇ

を土壌に均一に混和する 播種前 １
回

根の生育促進、移植
後の活着促進 U17

タチガレエー
ス M 粉剤 ○ ○ 育苗箱１箱当たり６～８ｇ

を土壌に均一に混和する 播種前 １
回 根の生育促進 ４と

32

ナエファイン
フロアブル

○ ○ ○ ○ 2,000倍液を育苗箱1箱
当り０．５～１ℓ土壌潅注　 播種時

２
回
以
内

根の生育促進、移植
後の活着促進

U１７○ ○ 1,000倍液を育苗箱1箱
当り０．５ℓ土壌潅注　

○ ○ 1,000～2,000倍液を育苗
箱1箱当り０．５ℓ土壌潅注

播種時
～緑化期

根の生育促進、移植
後の活着促進

タチガレエー
ス M 液剤 ○ ○ ○

1,000倍液を育苗箱1箱
当り１ℓ土壌潅注 播種時 １

回
移植時の活着促進、
根の生育促進

４と
32500～1,000倍液を育苗箱

1箱当り500㎖土壌潅注
播種時又は
発芽後

カスミン液剤 ○
４～８倍液を、育苗箱１箱
当り50㎖を播種した種
籾の上から均一に散布

覆土前 １
回

いもち病（苗いもち）、
幼苗腐敗症（イネも
み枯細菌病菌）、褐条
病

24

タチガレン
液剤 ○ ○ ○ 500～1,000倍液を育苗

箱1箱当り500㎖土壌潅注 ＊
播種時及び
発芽後

２
回
以
内

移植時の発根及び
活着促進、根の生育
促進

32

ダコレート
水和剤 ○ ○ ○ ４00～６００倍液を育苗箱

1箱当り０．５ℓ潅注 ＊

播種時～緑
化期、但し
播種 14 日
後まで

２
回
以
内

いもち病（苗いもち） 1と
M05

パリダシン
液剤５ ○ 1,000倍液を育苗箱で1箱当り

５００㎖潅注
播種時～発
病初期

１
回 苗立枯病（白絹病菌）U１８

注） １ �育苗箱は 30 × 60 ×３ｃｍで、使用土壌が約５ℓです。なお、＊は上記以外にも処理方法がありますので適切な処理方法をラベルで
確認してください。

　　2 タチガレエース M およびタチガレン液剤には同一有効成分が含まれていますので、総使用回数に注意してください。
　　3 分類欄には、FRAC コードを記載しました（コードが 2 つは混合剤）、同一分類（コード）は作用点が同じなので、連用は避けてください。



業務機構の改革・組織再編について

　社会情勢の変化に対応し、持続可能なJA経営基盤の確立・強化を目指し施
設や業務機構の改革について協議し取り組んでいるところであります。
　現在、職員数の減少により今の機構の維持が難しくなってきており機能に
応じて職員を集約し業務効率化を進めることとしました。
　つきましては、次のとおり業務機構の再編を実施したく提案いたします。

【主な変更点】
　竜ケ崎中央支店営農経済課及びわかくさ支店営農経済課を、竜ケ崎西支店
営農経済課（旧地区本部）に統合し、一元管理体制として業務効率化を図り
ます。

わかくさ支店
営農経済課

竜ケ崎西支店営農経済課
（旧地区本部）

【再編日】　令和7年4月1日

再 編 対 象

統 合 先

竜ケ崎中央支店
営農経済課
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土壌分析結果【　水稲　】 土壌分析結果【　れんこん　】

0

○  C E C の 値 は 想 定 値 で 算 出 し て い ま す 。 こ れ に 基 づ き 塩 基 飽 和 度 を 求 め て い ま す 。

土壌分析結果【　甘藷　】 土壌分析結果【　梨　】

0

○  C E C の 値 は 想 定 値 で 算 出 し て い ま す 。 こ れ に 基 づ き 塩 基 飽 和 度 を 求 め て い ま す 。

 検体分析数 99点  検体分析数 137点

 塩基飽和度（％） 55 59.5  塩基飽和度（％） 80 75.1

 CEC（meq/100g) 18.2  CEC（meq/100g) 29.7

 硝酸態窒素 * 0.6  硝酸態窒素 * 3.5

 石灰／苦土 4.5～7.1 3.9  石灰／苦土 5～6 4.4

 苦土／加里 2.4～4.7 1.5  苦土／加里 2～5 1.7

 石灰 * 210～245 213  石灰 * 430～470 461

 苦土 * 30～45 39  苦土 * 53～65 74

 加里 * 25～35 60  加里 * 53～65 102

 有効態りん酸 * 10mg以上 18  有効態りん酸 * 10 197

 ＥＣ （mS/cm） 0.5以下 0.07  ＥＣ （mS/cm） 0.5以下 0.15

 ｐＨ (KCL) 5.0～5.5 5.0  ｐＨ (KCL) 5.5～6.0 5.6

 検体分析数 ２２４点  検体分析数 151点

適正値 分析値 適正値 分析値

 塩基飽和度（％） -  塩基飽和度（％） 80 79.8

 CEC（meq/100g) -  CEC（meq/100g) 26.8

 硝酸態窒素 * -  硝酸態窒素 * 0.0

 石灰／苦土 4～7 3.4  石灰／苦土 4.2～7.1 3.9

 苦土／加里 3～6 4.5  苦土／加里 3.1～5.9 4.8

 石灰 * 200～350 244  石灰 * 200～350 457

 苦土 * 20～40 51  苦土 * 45～60 84

 加里 * 20～30 27  加里 * 30～40 42

 有効態りん酸 * 10～30 15  有効態りん酸 * 10～15 61

 ケイ酸 30～40 30  ＥＣ （mS/cm） 0.5以下 0.31

 ｐＨ (H20) 6.0 6.1  ｐＨ (H2O) 5.5～6.0 6.1

適正値 分析値 適正値 分析値

0

100
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400
ｐＨ

けい酸

りん酸

加里

苦土

石灰

苦土/

加里

石灰/

苦土

0

125

250

375

500
ｐＨ

りん酸

0

167.5

335

502.5

670 りん酸

0

200

400

600

800
ｐＨ

りん酸

ｐＨ

加里

苦土石灰

苦土/

加里

石灰/

苦土

加里 加里
苦土

苦土
石灰 石灰

苦土/

加里

苦土/

加里

石灰/

苦土

石灰/

苦土

実際に土壌診断を行い

適正なバランスに近づけることで・・

に繋がります。

土壌分析をしたことがない方や収量が思うように上がらない等の症状がある方に特におススメしておりますので

希望される場合は最寄りの支店営農経済課またはグリーンショップまでお問合せ下さい。
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土土壌壌診診断断ととはは、、ズズババリリ「「土土のの健健康康診診断断」」のの事事でですす。。
人人間間とと同同様様、、作作物物もも栄栄養養がが多多すすぎぎててもも、、少少ななすすぎぎ
ててもも健健康康ににはは育育ちちまませせんん。。

基基準準よよりり多多いい養養分分はは減減ららしし、、少少なないい養養分分はは増増
ややすすここととでで最最適適なな土土壌壌ババラランンススにに近近づづけけるるここ
ととがが可可能能ととななりりまますす。。

リリンン酸酸、、カカリリななどどのの養養
分分がが蓄蓄積積ししたた圃圃場場でではは、、
せせっっかかくくのの施施肥肥もも無無駄駄
ににななるるしし、、作作物物のの健健康康
ににもも影影響響すするるんんだだ。。

診診断断結結果果ををももととにに健健康康なな
土土にに生生ままれれ変変わわれればば、、
施施肥肥量量をを減減ららししててもも
収収量量・・品品質質ははそそののままままかか、、
そそれれ以以上上がが期期待待ででききるる！！
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